






























































































































































る。この ・worthy・という語は，Davis,etal.のA ChaucerGlossaryによれば ・distinguished・，
つまり「卓越した，気品のある」という意味で使われている（176）。騎士は，中世においては貴族に
属し，紳士と同等の立場にあった。
この気品のある騎士の語る物語は，その生きる道とも言える騎士道ロマンスである。チョーサーは，
ボッカチオの『テセイデ』を語り直すにあたり，戦争の描写部分を大幅に削減し，勝者がいれば，そ
の背後に敗者がいる，という戦争の代価に焦点を絞り，戦争と愛とを結び付けることで，新たな物語
に生まれ変わらせた。騎士の物語では，愛とは勝者が勝ち取るものであり，敗者が失うものとして描
かれている。
戦争の勝者イコール愛の勝者という図式は，この物語の冒頭から描かれる。それにより，騎士の物
語のテーマが提示されたと言えるであろう。物語は，アテネの領主であるセーセウスが，スキタイと
呼ばれた「女人国」（Femenye）との激しい戦いに勝利を納め，アテネへと堂々と戻ってくる場面に
始まる。セーセウスは，このスキタイの女王であったイポリタと結婚し，その妹であるエメリーも連
れ，凱旋する。騎士はそもそも，戦利品を目的として戦場へと赴く，血気盛んな戦闘要員であった。
封建制度が成立すると，騎士は領主との契約に基づく主従関係を結び，領主の命令であれば命を張っ
て闘う代わりに，戦いの費用などが補償されるようになったが，封建制度以前は，金銭的に困窮する
と，略奪目当てで剣を振るうということも珍しくなかった。そこで封建制度は彼らに騎士という称号
を与え，武勲を立てることはもちろんのこと，主人に忠義を尽くし，信仰や礼儀を重んじ，女性など
の弱者を保護すること，貴婦人に献身することを美徳とするキリスト教的道徳観を基盤とした，騎士
道という独特の文化を確立していったのである。
そのことを考えれば，騎士の物語におけるイポリタは，騎士道精神に則り，結婚という倫理的な制
（５）
度に基づいて，丁重に扱われた，と考えられる。しかし，同時に，女性が戦利品として扱われている
ということも間違いない。イポリタとエメリーは，戦利品ではあるが，その身分の高さから丁重に扱
われていると言える。だが，それはあくまでも，セーセウスの側あるいは語り手である騎士からの見
方であり，イポリタとエメリーからしてみれば，自国を滅ぼされた上に，結婚まで強制されたという
ことになる。
チョーサーは，この敗北者の側にも視線を向け，セーセウスの凱旋の途中に出会う，嘆き悲しむ女
たちの集団を描いている。物語の冒頭，イポリタと妹のエメリーを連れてアテネに凱旋途中のセーセ
ウスは，喪服を着た女性たちが土下座しているのに出会う。話を聞けば，テーベを征服したクレオン
に夫を殺された，元王カパネウスの妃や王族の妻たちであった。ここで，セーセウスは，「かつては
高い身分であったものが，このように落ちぶれはてたのを見ると，心も破れんばかりに同情」し，
「彼らのためにできるだけのことをして暴君のクレオンに対して仇を取ってやろうと，真の騎士とし
ての誓い」（西脇，40）を立てる。
Thisgentilducdounfrom hiscoursersterte
Withhertepitous,whanheherdehem speke.
Hym thoughtethathishertewoldebreke,
Whanhesaughhem sopitousandsomaat,
Thatwhilom werenofsogreetestaat;
Andinhisarmeshehem aleuphente,
Andhem confortethinfulgoodentente,
Andswoorhisooth,ashewastreweknyght, （TheKnight・sTale,95259）
チョーサーは，この誓いにより「すべてのギリシャ人に，クレオンはセーセウス公に打たれ，当然受
くべき報いを受けたのだと言わせようというのである」（西脇，40）と述べている。つまり，この泣い
ている女性たちの仇打ちという名目で闘うことにより，クレオンを打ち負かすことの理由が立つ，と
いうわけである。また，ここでチョーサーは，セーセウスに対して，gentilという語を用いている。
このgentilとは，noble「高貴な」という意味である。語り手である立派な騎士自身が，自分の物語
に登場する騎士をgentilと形容していることからも，当時の騎士，そして通念として，これが当時
の騎士道として正しいあり方だと考えられていたことが分かる。
チョーサーは，このエピソードに焦点を当てることにより，勝者の背後にいる敗者の存在を読者に
気づかせようとしたのではないだろうか。勝者の側から見た輝かしい勝利の裏で，搾取され，打ちの
めされている敗者の様子を描き，それに対するセーセウスの情け深さを描いている。この打ちのめさ
れた女性たちは，女人国の側から見たイポリタとエメリーの立場に相当する。
Hewoldedoonsoferforthlyhismyght
UponthetirauntCreonhem towreke
ThatalthepepleofGrecesholdespeke
HowCreonwasofTheseusyserved
Ashethathaddehisdeethfulweldeserved. （TheKnight・sTale,96064）
（６）
王クレオンの討伐に向かうセーセウスの戦いは，勝利に終わる。騎士道に則って一騎打ちでクレオ
ンを打倒し，都を破壊するセーセウスの戦いは，淡々と描かれ，勝利の輝かしさが強調されることは
ない。しかし，女たちの悲しみは，亡夫の亡骸を火葬にすることで癒される。
セーセウスがアテネにもどると，物語の焦点はセーセウスとイポリタの夫婦から，エメリーと，そ
のエメリーに恋焦がれる二人の男性，アルシータ（Arcita）とパラムンに移る。アルシータとパラム
ンは，先のセーセウスによるテーベ制圧の際に，クレオンの下で闘った騎士たちで，死骸の山を漁る
かっぱらいが，死の傷を負ったアルシータとパラムンを死骸の山から見つけ出し，セーセウスに引
き渡したことから，二人は一生身請けを許されずに，塔に閉じ込められる。
その牢獄から二人が目にするのが，庭を歩くエメリーである。騎士道から見て ・gentil・な騎士に
より語られるヒロインであるから，エメリーの姿は，当時の騎士道から見て騎士が憧れるに相応しい
女性の姿を象徴していると考えられる。エメリーの美しさは，「緑の茎に開くゆりの花よりも美しい，
またあざやかな花の咲く五月よりも美しいエメリーが というのも，彼女の顔色はばらの色と競い，
いずれがいずれとも私には判断がつかないからだ 」と讃えられ，また「眼の覚めるような，きれ
いな着物をきて，黄色い髪をおさげに編んだ。一ヤールもありそうに見えるほど，長くうしろに垂れ
て」おり，「赤白のまじりの花を摘んで，頭髪を飾る花冠をつくりもした。天使のように清らかにう
たいもした」（西脇，4243）と描かれている。
ThatEmelye,thatfairerwastosene
Thanisthelylieuponhisstalkegrene,
AndfressherthantheMaywithflouresnewe－
Forwiththerosecolourstroofhirehewe,
Inootwhichwasthefynerofhem two－
Eritwereday,aswashirwonetodo, （TheKnight・sTale,103540）
Yclothedwasshefressh,fortodevyse:
Hiryelowheerwasbroydedinatresse
Bihyndehirbak,ayerdelong,Igesse. （TheKnight・sTale,104850）
Shegaderethfloures,partywhiteandrede,
Tomakeasubtilgerlandforhirehede;
Andasanaungelhevenysshlyshesoong. （TheKnight・sTale,105355）
エメリーの美に対する称賛は，騎士が恋に落ちるのに相応しい女性であることが強調され，パラムン
とアルシータの二人がエメリーのために苦しみ，そして決闘へと突き進む要因となりえるように，描
かれている。このエメリーの美しさの描き方について，河崎は，チョーサーが「エメリー姫の存在を
『空なるもの』として」（186）描くことで，「一種の偶像崇拝的役割をエメリー姫が果たしている」2
のだと述べている。つまり，エメリーの美しさを，現実の女性の美しさを超えた，超自然的な美しさ
として描くことで，宮廷愛の女性崇拝の象徴として描いているのである。実際に，最初にエメリーを
目にしたパラムンは，「それが女か女神か，おれにはわからない」（西脇，45）とエメリーの非人間的
な美しさに溜息を洩らす。
（７）
Inootwhershebewommanorgoddesse, （TheKnight・sTale,1101）
エメリーは「偶像崇拝の象徴的存在」として描かれている一方で，騎士道ロマンスとは一線を画す
る点がある。それはエメリーが既婚者ではない，という点である。エメリーは，捕虜として牢獄に閉
じ込められているパラムンやアルシータよりも社会的地位は上にあり，美しく，遠く離れた存在であ
る，という点で，騎士道ロマンスの貴婦人像と一致するが，未婚であるため，実際に手に入れること
が可能な存在である。多くの場合，既婚者の妻である貴婦人は，騎士よりも階級が上の存在であり，
また肉体的な結び付きを求めれば姦通となり，主君に対する反逆罪となりえた。手の届かない存在で
あるからこそ，貴婦人は騎士に対して支配権を握ることもできたと考えられる。イポリタではなく，
エメリーが崇拝の対象となることで，エメリーは男性に対する支配権を持つどころか，褒美として与
えられる存在となってしまうのである。
エメリーは，女神ディアナに純潔のままであることを祈るが，その祈りは届けられず，結婚する運
命にあることを告げられる。河崎は，エメリーには二重性があるとし，エメリーは，思想と魂の純粋
性を表す百合と，性愛やキリストの受難を表象するとされる薔薇の両方で表され，さらに性的儀式を
暗示する五月のイメージが使われていると述べている（18687）。Aersが述べているように，この性
愛と純潔の融合は，ロマンス文学における崇拝すべき女性の伝統的な描かれ方であり，このエメリー
の外見も，西洋の男性の手による文学や絵画における女性の描かれ方の王道である（77）。つまり，
エメリーが純潔を守ることを望みながら，結婚へ進まざるを得ない二重性が表されている。キリスト
教を色濃く反映する騎士道ロマンスに相応しい女性とは，キリスト教の教えに従順に従う女性であり，
すなわち，生涯の純潔を望む女性ということになる。一方で，エメリーの意思に反し，騎士の決定に
より結婚せざるを得ないという運命は，女神にさえも付与されており，女性の弱い立場が浮き彫りに
されている。
アルシータとパラムンは，エメリーに恋焦がれ，結婚を求めて騎士道に従って決闘を行う。しかし，
その決闘は，実は政治的な意味合いを含んでいる。まず，二人は森の中で個人的な決闘をしていると
ころを止められ，その土地の領主であるセーセウス主催で，決闘が行われることになるのだが，これ
はもはや決闘は個人的なものではなく，セーセウス支配下の，つまり国家的な行事への変容を意味す
る。さらに，アルシータとパラムンという，もとは捕虜であった二人の決闘のために，セーセウスは
わざわざ決闘場を建設するが，その決闘場が莫大な費用をかけて作られた立派なものであることも，
決闘の性質を表している。これは，セーセウスの財力，政治力の誇示以外の何物でもない。その上，
決闘はアルシータとパラムンの二人だけで行うのではなく，それぞれがきっちり100名の騎士を連れ
て決闘をする，とセーセウスが決めたことで，もはやアルシータとパラムンの手を離れ，セーセウス
による一大行事となったことは明らかである。当時の戦いにおいては，両陣営がまったく同じ人数で
戦いに及んだ，ということはよくあることだった（田，2623）。これは，騎士にとって戦争が一種
のスポーツあるいは競技となっていたことに起因する。また，闘技場で行われる決闘においては，多
くの観客が見込まれ，その中に貴婦人も含まれていた。貴婦人に良いところを見せ，その寵愛を獲得
しようとする，宮廷愛の精神が，闘技場における決闘の根底にあったと言える。
このように，エメリーは，結婚するに至るまで，支配権も決定権も一切持たない。エメリーの存在
する庭と，パラムンとアルシータの存在する牢獄の塔とは隣り合わせとなっている3。しかし，エメ
（８）
リーからはパラムンとアルシータは見えず，エメリーの知らないところで，パラムンとアルシータは
勝手にエメリーの美しさに傷つき，いがみ合い，決闘をする。そして，最後はアルシータの死と，パ
ラムンとエメリーの結婚を迎えることになる。読者にとってのエメリーは，アルシータやパラムンの
目を通じて，エメリーに対する熱い想いが繰り返し語られるだけで，客観的な描写というものがほと
んどなく，現実感に乏しい。エメリーは，パラムンとアルシータの競技が行われる直前，競技場のヴ
ィーナスに祈りを捧げるときは，潔く禊ぎを行い，作法に則って儀式を行い，生涯独り身でいたいと，
自分の意思をはっきりと見せる。この祈りの場面においてのみ，エメリーは，客観的に描かれ，現実
の存在，生身の人間となり，自分の意思をはっきりと述べる。読者が初めて，そして唯一，エメリー
の真意を知ることのできる場面である。
エメリーの希望は叶えられないことがすでに決定しているとヴィーナスに告げられる。エメリーも，
希望が叶わないなら，せめて私をより愛してくれる人と結婚できますように，と祈りを捧げる。試合
の結果，パラムンと結婚するが，パラムンのほうがエメリーを愛しているから勝ったわけではなく，
神々の事情によってパラムンが勝ったのである。
最後に
本論では，『カンタベリー物語』における結婚の描写に焦点を当て，異なる結婚観を比較した。騎
士道精神における女性礼賛の陰にある，女性の低い地位という前提に対し，バースの女房の提唱する，
結婚における女性の支配権という二つの結婚観が見られた。チョーサーは，この二つの結婚観を，巧
みに様々な登場人物に語らせ，『カンタベリー物語』の中に織り込んでいる。
注
1 本論において，原文からの引用はすべて，TheRiversideChaucer（Benson,LarryD.,1988）による。ま
た，訳については，『カンタベリ物語 上』（西脇，1989）と，『完訳 カンタベリー物語（上）（中）』（桝
井，1995）を使用した。
2 河崎，p.348の注（12）。
3「この城のおもなる牢獄であった，厚い堅固な大きな塔（その中に，先に述べた，またこれからも話そうと
している，例の二人の騎士が捕われていた）は，この庭園の壁にすぐくっついていた」（西脇，43）
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